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　前号（メイプルニュース第 52 号の諸報欄）で定礎式

のようすをお伝えした石和英和幼稚園の新しい保育施設

が 11 月に完成しました。感謝をもって献堂式を行い、

この施設を用いて来春開設が予定されている「認定こど

も園石和英和幼稚園保育部」に向けて現在準備が進めら

れています。

　政府がめざす幼稚園と保育園の一元化構想は 2015 年

の「子ども・子育て関連法の本格施行」に向けて動いて

います。この動きの中にあって山梨英和学院の三つの幼

稚園はどうあるべきか。山梨の地で 100 年余の歴史を

刻んできたキリスト教教育・保育をこれからいかに展開

してゆくのか。少子化や経済状況の厳しさ、園児募集の

難しさに直面しつつ重い決断が迫られています。

　今回山梨英和学院は石和英和幼稚園を認定こども園と

することで、新たに認可外保育を行うこととしました。

この決定に際しては、笛吹市による補助も一つのはずみ

となりましたが、なによりも山梨英和学院はこれまでキ

リストの学園として常に先駆的な働きを通して地域に仕

え、建学の精神を具現化してきたという思いが強く後押

ししました。

　思えば石和英和幼稚園が現在使用している空飛ぶ円盤

が舞い降りたようなユニークなデザインの新園舎を得た

のは、21 世紀に入って間もない 2001 年 5 月のことで

した。以来園児減少に一応の歯止めがかかり多くのこど

もたちが小学校に巣立っていきました。今もたくさんの

こどもたちが丸い園舎の中を流れるように動き、礼拝は

もちろん、つくり、歌い、走り、味わい、踊る楽しい学

びと遊びの日々を過ごしています。今回はその園舎と道

を挟んで向かい側の、かつて旧園舎があった場所に、主

に 1，2 歳児を対象とする木造 2 階建ての保育施設が建

てられました。

　新しい保育施設は山小屋風の温かみのある建物です。

1 階には 1 歳児の乳児室 ( ひかり、と名付けました ) と

ほふく室、2 歳児の保育室 ( ことり ) と遊戯室がありま

す。部屋の間仕切りは可動式なので開ければ広い空間と

なります。ほふく室と遊戯室の南面は全面サッシで採光

は十分です。外はテラスになっており、屋外遊技場、芝

生広場につながっています。丸太の遊具の先にはビオト

ープ、花壇、菜園があります。こどもたちはこの広場を

のびのびと駆け回り、自然に親しめます。園舎 1 階東

側には駐車場に面して職員室があります。その隣は子育

て支援のための部屋 ( にじ ) です。この部屋を用いて地

域の方たちの子育てをサポートしたいと考えています。

ここからは向かい側にある幼稚園舎や隣接する教会 ( 日

本キリスト教団石和教会 ) がよく見えます。神様の光
・

を

受けていのちは輝き、小
・ ・

鳥たちは大空を自由に羽ばたき

ます。空にかかる七色の虹
・

は天地をつなぐ神様の救いの

しるし、祝福、希望のあかしです。その思いをもってそ

れぞれの部屋に聖書にちなんだ名前が付けられました。

　2 階には集会用の部屋 ( シオン ) があります。中に入

ると正面にはイエス・キリストが弟子達の足を洗ってい

る場面（イギリスの画家フォード・ブラウンの作品がも

とになっています）を描いたステンドガラス風の飾り窓

があります。キリストは地上での最後の夜に自ら進んで

弟子達の足を一人ずつ丁寧に洗い清められ、私たちへの

愛と真実をお示しくださいました。キリストの学園であ

る山梨英和学院に連なる私たちは、そこに自分自身の姿

を見出し、キリストにならい、歩む思いをもってこの絵

柄を選びました。上辺がアールのこの飾り窓の両側には

ブドウの房と枝が描かれた小さな窓があります。私たち

は弱く小さな者ですが、イエス・キリストにつながって

いれば必ず豊かに実を結べる ( ヨハネ 15:5) ことを信じ

石和英和幼稚園の新しい保育施設完成　　　

山梨英和・韮崎英和・石和英和幼稚園

園長　　　大　木　正　人
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て日々の保育・教育にあたりたいと思います。シオンは

聖書では神様に選ばれた喜びを分かち合う麗しく美しい

憧れの場所です。この部屋がキリスト教保育の要の場所

として礼拝や聖書の学びをはじめ、さまざまな活動に用

いられて、山梨英和学院の地域への奉仕がなされること

を願っています。

　2013年4月から認定こども園となる石和英和幼稚園、

長い歴史を持つ山梨英和幼稚園、家庭的な雰囲気を大切

にしながら歩んでいる韮崎英和幼稚園、それぞれが持ち

味を生かして神様から託されている山梨英和学院のキリ

スト教学校としての使命を十分に果たすことができるよ

うに、皆さまのさらなるご加祷、ご支援を心よりお願い

いたします。

私が受けた英和教育⑲

『共に賛美し、共に分かち合う』

藤　原　　　唯　

　好奇心旺盛な時代を、キリスト教系の幼稚園で過ご

した私が、山梨英和大学に入学し、キリスト教に触れる

ことになったのも、なにかに導かれたのでしょうか。

　大学から山梨英和の仲間入りをした私が、「英和教育」

と聞いて、真っ先に思い浮かぶのはキリスト教系のイベ

ントです。クリスマスのイベントをはじめ様々なイベント

が存在し、聖書箇所を読み、讃美歌を共に歌い、奨励者

の言葉に静かに耳を傾けます。

　最悪の天候のなか挙行された入学式の日。多少遅

れて体育館に入った私の目に飛び込んだのは、赤い襟

に白いガウンを纏ったグリーンチャペル・クワイアの姿

でした。グリーンチャペル・クワイアに入隊した私の、

山梨英和大学での 4 年間の生活は、常に讃美歌や聖

書の言葉で溢れていたように感じます。お気に入りの

讃美歌を見つけては、先輩や後輩達と飽きることなく

歌っていました。合宿で、暑いなかクリスマス用の曲を

練習したのも良い思い出です。

　そして、グリーンチャペル・クワイアの最大の舞台は、

11月から12 月にかけて行われる「クリスマスツリー点

火祭」と「クリスマス礼拝」ではないでしょうか。クリス

マスツリー点火祭では、クリスマスを迎えることの喜び

を賛美し、学生・教職員・ご近所の皆様と共にクリスマ

スをお祝いします。子どもたちのキラキラした顔を見る

と、寒さも吹き飛ぶほどの喜びを感じました。

　2010 年に大学を卒業し、山梨英和大学で職員とし

て、毎日を過ごしております。横根の町に通い７年目に

なりますが、変わらず私を優しく迎え入れてくれていま

す。歓びも苦しみも感じる毎日ですが、社会へ出て行こ

うとする後輩たちの貴重な大学生活を豊かな毎日にす

るために、日々精進しております。

球根の中には花が秘められ

さなぎの中からいのち羽ばたく

寒い冬の中、春は目覚める

その日、その時をただ神が知る

(讃美歌２１−５７５「球根の中には」)

山梨英和大学人間文化学部 2010 年 3 月卒業

遊戯室

２階会議室（シオン）

新園舎外観
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片手に the Book of Books、片手に MacBook

―地の塩、世の光として働くために―

　キリスト教精神に基づく人間形成―この理念を教育の

核として、山梨英和大学は社会に献身的に奉仕する「地

の塩」を卒業生として輩出してきました。遠い異国から

波浪を越え、the Book of Books たる聖書を携えて来甲

した人たちの初発の熱意は、たしかな「伝統」として継

承され山梨英和大学の校風となっています。生きた伝統

とは、しかし、絶えざる革新と表裏一体のものではない

でしょうか。

　山梨英和大学では 2013 年度より、新入生一人ひと

りが MacBook というパーソナルコンピューターを片手

に、それを大学での学修・研究に活用し、グローバル化

した世界で生き延びていく力を涵養していくことになり

ました。これは大きな革新となるはずです。しかし、そ

れは立身出世のツールとしてではなく、困難で暗い時代

に入ってゆくだろう日本や世界で「世の光」として社会

に貢献できるような土の器になって欲しいという初発の

ミッションの一つの顕れに他なりません。伝統の新たな

展開にご期待ください。

（山梨英和大学学生サービス担当副学長　荒井　直）

山梨英和大学人間文化事業

心理臨床センター第３回社会連携セミナー報告

「カウンセリングを受ける－心理相談室に行く体験」（10／13）

　2012 年 10 月 13 日 ( 土 ) に、第３回社会連携セミナー

を開催し、東京カウンセリングセンター所長の菅野泰蔵

先生に、ご講演頂きました。カウンセリングを受けるこ

との効能として、まず、人に何かを話すことは、心を“解

放する”ことであること。また、話すことで自分の考え

や気持ちが明確になること。そのとき、話を聴く(listen)

うちに、カウンセラー自身が、相談者の気持ちに立てる

ように変わっていくことが大事であること等が話されま

した。さらにこれらのことについて、被災者支援も含め

た具体的な例を挙げながらわかりやすくお話頂き、経験

に裏打ちされた話は、心に響くものでした。学内外か

ら参加されたおよそ 80 名の方々との活発な質疑がなさ

れ、講演会終了後には２グループに分かれて、学内にあ

る心理臨床センターの施設見学も行われました。

（山梨英和大学社会連携センター担当副学長　窪内節子）

山梨英和大学人間文化事業　大学院第８回臨床心理講演会

私の精神保健 －障害児・者との関わりを通して学んだこと－（11／14）

　長い臨床活動を通して、彼らと共に生きるためにはどの

ような自己改革が必要なのかを模索してきました。人々と

の交流の中で試行錯誤してきた過程を振り返って、そこか

ら学んだことを整理してみました。それは自分の生活の中

でのよりどころになっています。

　以下に述べる所見は、子ども達の必死な生き様と保護者・

関係者の辛苦な取り組みからご教示いただいたものです。

　人が人らしく成長するのは、人が単に人として誕生する

からではなく、人によって育てられるからです。これは実に

難しいことです。人が人を育てることによって幸福がもら

たされるが、同時に不幸もまた生じてくることを自覚すべ

きです。

　いつの時代に生きる人々であっても、自分で自分を発揮

しうる環境をどう創り出せるかが自己の成長の鍵になりま

す。与えられるものから創り出すという方向で行動するこ

とが重要です。そのためには自分の力量で取り組める活動

の場を、そして失敗が許容される場が必要です。換言すれ

ば「すべての人々に出番とプレイの機会」を提供すること

の大事さを教えていただきました。

（山梨英和大学人間文化研究科臨床心理学専攻主任　山口勝弘）

２０１２年度半日修養会（10 ／ 31）

　今年度の半日修養会は、10 月 31日 ( 水 )10 時 30 分～

12 時 10 分まで、武　義和先生をお迎えして、「トホホの自

ピアノを弾きながら話す武  義和先生講演をする菅野泰蔵先生
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分と、かけがえのない私」という題で行われます。武先生は

小国フォルケフォイスコーレというフリースクールを主催し

ておられ、不登校やひきこもり等に悩む若者たちと共同生

活を行っておられます。また、音楽家として数多くの作曲も

手がけておられ、特に「主のすばらしさを」はチャペルセン

ター所属のグリーンチャぺルクワイアの定番ともいえる曲

です。武先生は現在本学 4 年生が新入生の頃にも講演にお

出かけ下さいました。そこでは聴衆と歌を歌ったり、その合

間に講演をされたりと大変楽しい時を過ごすことができま

した。そこで特に深く感銘を与えられたのは、先生自らが音

楽大学の時に不登校となり、それを乗り越えてこられた体

験談でした。不登校はマイナスではない。そこで人生を立ち

止まり、新たな一歩へ向けて踏み出す準備の時であるとい

う主旨のお話が強く印象に残っております。多くの感動を与

えて下さったご講演を、今年も聴けることを楽しみにしてお

ります。

（山梨英和大学宗教主任　深津容伸　10 月 9 日記）

大学音楽会（11 ／ 4）

　今年度音楽会は 11 月 4 日 ( 日 )13 時より行われます。

例年とは異なり学園祭である紅楓祭の最終日に設定し、

学内外を問わず多くの方々に参加していただきたく願っ

ております。演じるのは、和太鼓ユニットの「天空」の

メンバーの方々で、野外会場（雨天の場合は体育館 ) で

力強い演奏をお聴きできるのを楽しみにいたしておりま

す。同時に、学園祭にふさわしい演奏家の皆さんである

と思います。本学はキリスト教主義の大学で、一見和太

鼓に代表される日本の文化とは、無関係に見えるかもし

れませんが、123 年に及ぶ本学院の歴史、歩みは日本に

根づいたミッションスクールとして、日本の文化や歴史

と無関係には成立しませんでした。また、ここまで本学

院を支え育くんでくださった地域社会に貢献すること

は、本学のモットーとするところであり、音楽会の公開

もその一つです。本学が日本の文化、伝統への理解をさ

らに深めるとともに、キリスト教主義の立場からのこう

した催しによって、ますます地域社会の一員として貢献

できることを願っております。

　　（山梨英和大学宗教主任　深津容伸　10 月 9 日記）

２０１２年のオープンキャンパス

　今年の大学案内は、3 年次からの専門的な学びの分野を

「7 色の虹」に重ねて表現しています。表紙を彩る虹のイ

ラストは、山梨英和大学のキャンパスから空に広がる大き

な「希望」を連想させる明るいイメージを放っていますが、

このデザインは、山梨英和高校の生徒さんが選んでくだ

さったものです。今年はすでに 6 月から 11 月まで、6 回の

オープンキャンパスを終えていますが、全体ガイダンスで

は、毎回7つのコース（心理臨床、心理社会、情報システム、

ビジネス・コミュニケーション、英語・英語圏文化、日本語・

日本文化、総合人間文化）ごと、教員紹介を行っています。

コース・コーディネータが説明を行った後、教員ひとりひ

とりによる個性豊かな紹介が繰り広げられ、山梨英和大学

を「知りたい」と訪れてくださったみなさまに、本学の魅

力をお伝えしています。ゼミカフェをはじめ学内各所で教

職員、学生スタッフが「希望」や「夢」に満ちたあたたかい

山梨英和大学を感じていただくことができるよう、みなさ

まをお迎えしています。次回 12 月 15 日（土）は、本学な

らではのクリスマスムードを盛り込んだ企画を検討してい

ます。

（山梨英和大学戦略広報部次長　緑川智子）

第11回山梨英和大学紅楓祭開催（11／3〜11／4）

　本年の紅楓祭は『value』をテーマに開催されました。

内容豊かなイベントが多数あり、学内外の大勢の方にお

越し頂きました。45 名の紅楓祭実行委員をはじめ、学生

達にとりましても有意義な 2 日間となりました。

紅楓祭の野外ステージで力強く演奏する和太鼓ユニット「天空」
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ドイツに姉妹校ができました
　―シュテッテン・ギムナジウムとの出会い

　2012年 7月 9日、私たちの学校はドイツのシュテッテ

ン・ギムナジウムと姉妹校提携を結びました。

　シュテッテン・ギムナジウムは、ドイツ南部バイエル

ン州のアウクスブルク市にあるキリスト教主義の女子校

です。私たちはこの学校との間に、不思議な出会いを与

えられました。

　昨年度、中学 1年生の国際理解学習で、世界に友だち

を作る挑戦をしました。その準備として、ヨーロッパに

交流相手を探す中で、歴史的にキリスト教と関わりの深

いドイツに的を絞って学校のホームページを調べまし

た。そこで見つけたのがシュテッテンです。

　シュテッテン・ギムナジウムは、女子教育のための学

校を建設したいというアンナ・バルバラ・フォン・シュ

テッテン (1754-1803)の遺志により、1806年に開校さ

れました。10歳から 18歳まで、900人近い生徒たちが

通っています。そのほか 6年制の実科学校も併設されて

います。外国語と理系に力を入れており、国際交流も盛

んです。美術や音楽教育も充実し、オーケストラも活発

に活動しています。こうした魅力的な教育内容を見て、

この学校と交流を持ちたいと考え、シュテッテン宛に

メールを書くことにしました。

　突然のメールですから断られても仕方がありません。

ところが数カ月後、「ぜひ交流しましょう」との返事が

届きました！そこからは、ホームルームで作ったプレゼ

ントの栞をシュテッテンに送り、文通相手となった生徒

から返事の手紙をもらい、クリスマスカードを送り、学

校紹介のビデオを制作して交換し…と活発な交流が始ま

りました。生徒たちの中には、何度も手紙を遣り取りし

て、自分たちの顔だけでなく、家族の顔もお互い知って

いるほど親しくなった人たちもいます。生徒たちは、英

語を自由に使って手紙やメールを書きます。こうした交

流は、使える英語を身に着けるためには、とてもよい動

機づけになります。次の年も続けていきたいというお互

いの考えが一致し、その保証として姉妹校提携を結ぶこ

とになりました。

　今年 7月、三井貴子校長は姉妹校締結式を行うために

シュテッテンを訪れ、ゲルハルト・シュレーダー校長と

提携書に署名を交わしました。心のこもった歓迎を受

け、短い滞在にもかかわらず、シュテッテンの先生方と

気持ちを通わせる時が持てました。この機会にも、互い

の学校や教育について語り合い、教員間の交流にも大き

な意味があると実感できました。

　シュテッテンの生徒たちは、日本に強い関心を持って

います。山梨英和に行ってみたい、という声もすでにあ

るそうです。交流はスタートしたばかりです。双方で話

し合い、よい交流が続くように努力をしていきます。山

梨英和の生徒たちも、シュテッテンの生徒たちと出会う

ことで、また一つ世界を広げてほしいです。

ゲルハルト・シュレーダー校長と三井貴子校長

笑顔が印象的なシュテッテンの生徒たち
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山梨県内で初めて中学英語入試（選択）導入

スカラシップ制度も開始

　来春中学に入学となる 2013 年度入試から、山梨県内

では初めての「中学英語入試（選択）」が導入されます。

英語入試は、1 月に行われる「専願入試」で選択科目と

して実施されます。昨年度までは、国語と算数と面接が

全員必修でしたが、今回の専願入試からは、国語と算数

A（基礎）、面接が必修で、残り 1 科目を算数 B（応用）

と英語から選択できる方式になります。なお、自己推薦

入試と一般入試の受験方式は変更ありません。

　英語入試は「筆記」と「Watch and Listen」が試験

内容となり、英検 5 級程度のレベルを想定しています。

「Watch and Listen」とは、外国人が会話をしている

様子を「見て」「聞いて」質問に答える試験で、リスニ

ング以上に臨場感があり、実際に英語が使われる状況に

近い内容となります。これは本校独自の科目で、中学入

試で英語の面接やアクティビティーを採用している学校

は多くありますが、見て聞いて答える形の入試科目はこ

れまでにきいたことのない方式です。

　英語を中学入試に取り入れる動きは、都内の中高一貫

校でここ数年見られています。とくに国際教育や英語教

育に力を入れている女子校に多く見られ、学校の特色を

打ち出し、受験生や保護者にアピールし、さらに就職活

動や就職後にも高い英語力が求められている社会のニー

ズに応えようとする狙いもあるようです。

　本校では数年前から、中学入試への英語の導入を検討

していましたが、新学習指導要領で昨年度から小学 5、

6 年生の英語活動が必修になったことや本校入学者の英

語教育に対する興味関心や期待がとくに高い点などから

導入を決めました。

　一方では、中学英語入試の導入により、英語の早期教

育とくに学校以外の英会話教室や塾通いを助長する心配

も指摘されています。しかし、英語を選択科目とするこ

とにより、これまでどおり国語と算数で受験することも

可能であり、本校の英語入試では、学校での活動以上に

学習し努力している小学生にとっては実力を発揮する

「新しいモチベーション」ともなるはずです。もとより、

山梨英和の英語教育は、中学入学後、まさに ABC から

指導し伸ばしていくものです。現に中学から英語を習い

始めた生徒たちも大学受験では英語を得意科目として自

信を持って臨んでいます。「英和の英語」への期待にこ

らからも今まで以上に応えていきたいと思います。

　2013 年度入試からは、スカラシップ制度も導入され

ます。出願時に希望した自己推薦、専願入試の合格者と

一般入試Ⅰの受験者の中から、選考試験（一般入試Ⅰと

同一問題、同一日時で実施）の成績により授業料が１年

間免除（2 年次以降の更新もあり）される制度です。

なお、高校入試にもスカラシップ制度が導入され、全員

が受験する 2 月の一般入試の成績により入学金と授業

料が１年間免除（2 年次以降の更新もあり）されます。

山梨英和をめざす「もう一つのモチベーション」となる

ことを期待しています。

Watch and Listen 英会話の様子を見て聞いて

熱心に説明を聞く小学生と保護者の皆さん
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パパの会　　　　　　　　　　　　　（山梨英和幼稚園）

　山梨英和幼稚園の保護者会は「母の会」から「父母の

会」に名称が変わり、現在は「共生・共育の会」となり

ました。幼稚園に関わる全ての人たちと、共に生き共に

育ち合える場であって欲しいと願い活動しています。そ

の中で、父親たちももっと保育や諸活動に関わろうと

「パパの会」ができ、いろいろな場面で活躍して下さっ

ています。夕涼み会でのお化け屋敷、バザーでは焼きそ

ば作りの担当でした。夏休みに行なった、釣りとバーべ

キューの集い、秋の焼きいも会には、母親の参加は遠慮

していただいて、全てパパたちが子どもたちと一緒に準

備して楽しみました。幼稚園の行事の多くは、母親が主

になっていますが、父親、祖父母、家族も関わることが

できるようにと願っています。園行事は、ホームページ

（山梨英和幼稚園お知らせ通信メイプル、韮崎はおさな

ご、石和はこひつじ）などでご案内しますので卒園生の

ご家族もどうぞご参加下さい。

バザー（10 ／ 27）　　　　　　　　　（山梨英和幼稚園）

　今年も、卒園生と保護者、近隣の方々をはじめ園内外

多くの人たちと共にバザーの日を迎えました。手作りの

物、毎年定番の物、最近注目されている物などが並び、

いろいろなコーナーが設けられました。普段は、買いた

い物をカゴに入れてレジで精算という日々ですが、子ど

もたちは欲しい物を自分で告げて会話し、買い物を体験

していました。園児たちはこの日のために、先日園の畑

で収穫したさつまいもを使ってクッキーを作りました。

本当にさつまいもを切ったように見えるクッキーで大好

評！その売り上げは全部、困難な環境で生活している子

どもたちのために送ります。来月は収穫感謝祭、12月

はクリスマスです。神さまからいただいているたくさん

の恵みに感謝し、受ける喜びだけでなく、分かち合い、

与える喜びも体験できるようにと願っています。

「かめリンピック ２０１２開幕！」（10／6）（韮崎英和幼稚園）

　昨年から運動会に掲げる万国旗を、従来の国旗の旗で

はなく、子ども達が自由に描いた手作り万国旗として、

園庭に掲げています。「これは、おかあさん！」「私は、

運動会にみんながきてくれるから、みーんなのかお！」

「ぼくは大好きな車の絵！」子ども達の思いがいっぱい

詰まった旗が園庭に並ぶと、ただそれだけでとっても温

かい気持ちに包まれるように感じました。

　今年の運動会は「かめリンピック 2012」と題し、準

備を楽しんできました。1 学期から慣れ親しんできた

“かめの遠足（作詞作曲　新沢としひこ）”の歌と、この夏

のロンドンオリンピックを子ども達も覚えていて、“か

めリンピック”と名付けました。歌の歌詞にならって競

技を考え、縦割り保育クラスのまんまる（赤）・さんか

く（白）グループに分かれて各競技を楽しみました。

　バトンリレー、初めての年少組の子ども達はまずバト

ンをもらって走るところから始まりました。トラックを

走るのも思わず逆に走り出したり、コースから外れてし

夏休みに流しそうめんもしました。（右左口の里にて）

お父さんたちの焼きそば、美味しかったです。

手作り万国旗の下で…（年長組表現）
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まったり…と最初のうちはハプニングが多くありました

が、年中長のお兄さんお姉さんの背中をみて、だんだん

と上手に出来るようになりました。全園児で走るバトン

リレーは、毎年のことながら盛り上がり、子ども達も

“一生懸命”です。

　運動会当日は家族皆さんが園庭にお集まり下さり、子

ども達の応援をして下さいました。ありがとうございま

す。当日は風邪などで欠席する園児もおり、全員で迎え

られなかったことはとても残念でしたが、かめリンピッ

クはこの日に限らず、当日が終わってからもまだまだ続

き、玉入れやリレー、綱引き、ダンスなどを楽しみまし

た。身体を思いっきり動かして遊んだり、お友だちと一

緒に心と力を合わせて競技したり、笑ったり、喜んだ

り、悔しがったり、よーし！頑張るぞ！と思ったり、い

ろんな思いをいっぱい感じた秋となりました。

豊かな自然の中で遊ぶ　　　　　　　（石和英和幼稚園）

　石和英和幼稚園には、森に出かけて活動する「森の

日」という日が、月に一度あります。

　年少、年中、年長組の子ども達が、縦割りのグループ

になって近くの森に出かけます。

　そこは沢山の木が茂る自然豊かな場所で、「この枝で

お家作ろうよ！」「木の実のごちそうが出来ましたよ」

と、子ども達の想像は膨らみ、わくわくしている様子が

伝わってきます。また、幼稚園の周りでは、見かけない

種類の虫の発見に喜び合う子ども達や、落ち葉の下の土

の中を掘ってどうなっているのかと探索する子ども達の

姿も見られます。小さな小川では流れる水に触ったり、

一本橋渡りに挑戦したりもします。遊具がなくても、子

ども達は想像力を働かせ心と体を動かして生き生きと遊

びます。自然の中で遊ぶことは、人間が生きていくうえ

で必要な知恵を育て、草や木や虫たちも私たちと同じよ

うに「命の営み」があることを知る豊かな体験となりま

す。神様が創って下さった自然に感謝し、自然と共に生

きる喜びを身体で感じられるこの「森の日」を大切にし

ていきたいと思っています。　

祖父母招待会（9／14）　　　　　　　（石和英和幼稚園）

　9月 14日に祖父母招待会を行いました。子ども達は大

好きな“おじいさま”“おばあさま”を幼稚園に招待で

きることを喜び、心はずませてお迎えする準備をしまし

た。今年は特に残暑が厳しかったため、一緒にかき氷の

おやつを食べることになり、干しぶどうや梅シロップ・

梅ジャムなど、子ども達が地産のもので手作りしてきた

ものをトッピングして、味わって頂きました。また、

ホールに集まっての全体会では心静かに礼拝を守った

後、手あそびや歌を一緒に楽しんだり、おじいさまおば

あさまの昔のあそびを教えて頂いたり、園児祖母有志の

方の琴の演奏を聞いたり ･･･と、とても有意義な時を過

ごしました。子ども達が大好きな祖父母の方々との交わ

りの中で、日本の文化に触れたり、あそびや生き方の知

恵を伝えて頂けたりしたことを嬉しく思っております。

こひつじ組親子競技“はじめてのおつかい”

ぼくにつかまって !! 琴を弾いて下さる祖父母
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大　学

☆クリスマス礼拝・祝会		  12 月 20 日㈭

☆卒業礼拝		  3 月 18 日㈪

☆卒業式（大学院は学位授与式）		  3 月 19 日㈫

中学・高校

☆クリスマス礼拝		  12 月 21 日㈮

（コラニー文化ホール）

☆中学英語デー（英語劇発表会）		  1 月 25 日㈮

☆高校卒業礼拝		  2 月 28 日㈭

☆高校卒業式		  3 月   1 日㈮

☆高校 1 年修学旅行（沖縄・韓国コース）

3 月 4 日㈪〜 3 月 8 日㈮  　

☆中学卒業式		  3 月 13 日㈬

☆聖歌隊定期演奏会		  3 月 20 日㈬

（コラニー文化ホール）

☆マンドリン部定期演奏会		  3 月 23 日㈯

（中高グリンバンクチャペル）

幼稚園

☆クリスマス礼拝	 山梨	 12 月 18 日㈫

	 韮崎	 12 月 20 日㈭

	 石和	 12 月 19 日㈬

☆もちつき会	 山梨	 1 月 16 日㈬

	 韮崎	 1 月 11 日㈮

	 石和	 1 月 19 日㈯

☆たのしい会	 山梨	 2 月 22 日㈮

	 韮崎	 2 月 21 日㈭

☆こひつじパーティー	 石和	 2 月 20 日㈬

☆卒園式	 山梨	 3 月 18 日㈪

	 韮崎	 3 月 20 日㈬

	 石和	 3 月 21 日㈭

中高同窓会

☆山梨英和中高同窓会クリスマス		  12 月 6 日㈭

（中高グリンバンクチャペル）

法人本部

☆山梨英和学院教職員クリスマス礼拝		  12 月 1 日㈯

（中高グリンバンクチャペル）

主な行事予定（2012年12月～2013年3月）

第 20回山
メ イ プ ル

梨英和文芸賞入賞者発表

　 全 国 の 高 校 生 お よ び 本 学 学 生 を 対 象 と す る

「山
メ イ プ ル

梨英和文芸賞」（本学主催）が本年度も開催され、厳

正な審査の結果３名の入賞者が決定いたしました。

　山梨県内外から寄せられた応募作品の総数は全47点、

いずれも水準の高い作品ばかりでした。その中から、入選

として、渡邊千尋さん（山梨県立ひばりが丘高等学校）の

短歌作品「生活」が、また、佳作として、鈴木菜央さん（静

岡県立沼津西高等学校）の小説作品「サナギ」、横山美

季さん（茨城県立水戸第二高等学校）の「闇夜のサーカス」

が、それぞれ選ばれました。

　なお、童話・随筆・俳句・評論には、今回、入賞該当作

品はありませんでした。

〈短　歌〉

入　選

渡邊　千尋「生活」	 山梨県　高校生

〈小　説〉

佳　作

鈴木　菜央「サナギ」	 静岡県　高校生

〈詩〉

佳　作

横山　美季「闇夜のサーカス」	 茨城県　高校生

諸　　　報

三英和懇談会
　カナダ・メソジスト教会婦人伝道ミッションによって設立

された学院が集う、三英和懇談会が2012 年7月14日（土）

に東洋英和女学院大学で開催されました。本学院から風間

理事長・院長・学長をはじめ、8 名の方が出席し、東洋英和

女学院、静岡英和女学院の各役職者・部長など総勢 35 名

が集まりました。各学院の現状と課題についての報告があ

り、部門ごとに行われた分団協議では、活発な意見交換・

情報交換がなされ、充実した時を持つことができました。

なお、2013 年は、静岡英和女学院が当番校です。

２０１３年度
｢メイプルカレッジ｣のご案内

　山梨英和大学では公開講座を行っています。

2012年度は卒業生をはじめ、多くの方にお越し頂

きありがとうございました。なお、2013年度はさら

に内容豊富な講座を検討しておりますので、ご受講

をお願い致します。

お問い合わせ：山梨英和大学社会連携センター

ＴＥＬ：０５５－２２３－６０３４
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四季を彩る大ケヤキ

　高校キャンパスのⅢ号館前に、大きく枝を広げる

ケヤキの木があります。若葉の季節にはまばゆいほ

どの鮮やかな緑を、夏の日には木陰の癒やし、晩秋

には黄葉の輝きと風に踊る落ち葉の舞を、そして芽

吹きの季節には復活する生命を、四季を通じて私た

ちに見せてくれます。短期大学入学生の記念樹だと

言われます。短大キャンパスから高校キャンパスへ

と時代が移っても、変わらずに「英和生」たちの姿

を見守っています。

植物による交流

①釜石の「バラ」

花が咲くのが楽しみです。

②福島の「ヒマワリ」

山梨英和幼稚園

　昨年、共生・共育の会（保護者会）の講演会で、被災

地の話を伺いました。岩手で園長を務めた太田春夫先

生のお話で、毎年美しく咲いていたつるバラは津波で被

害を受けました。その親木から挿し木した苗木を9月に届

けて下さいました。山梨でも釜石のバラを咲かせて、震災

のことを覚えていきたいです。

　福島のヒマワリがこの夏たくさん咲きました。そして初

秋「福島ひまわり里親プロジェクト」さんからのお手紙も届

き、メイプルファーム（保護者の園芸部）のお母さんたちと

一緒に、種取りをしました。

元気に咲いたヒマワリ

一つぶ一つぶていねいに

枝を広げる大ケヤキ

聖書のことば聖書のことば

　この言葉は最近、テレビの人気ドラマにも使用され

たこともあって、日本人にとっても良く知られるもの

となりました。私たちは大変に苦しい目に遭遇する

と、強いストレスを受けるとともに、そこから逃れる

方法を求めて、あれこれ考え、また行動を取ります。

その結果さらにストレスは増し、自暴自棄になった

り、時には、もう生きていたくないとさえ思う場合も

あります。しかし現在、過去を振り返ってどうでしょ

うか。そのことが笑い話になっていたり、さらには、

その苦難があったから今の自分があるのであり、もし

それに遭遇していなかったら、現在の自分はいなかっ

たと思えることもあります。上記の聖書の言葉は、私

たちが自らの過去を振り返っての感慨と言えるかもし

れません。もしそうであるとするならば、私たちが大

きな苦難に出会ったその時にこの言葉を思い出しては

どうでしょうか。苦しい最中には、今までこのような

苦しみに出会ったことはなかった、絶体絶命だとか思

うものですが、神は耐えられないような試練に遭わせ

るようなことはないのです。
（山梨英和大学宗教主任　深津容伸）

神は真実な方です。
あなたがたを耐えられないような
試練に遭わせることはなさらず、、、
　　　　　　　　（コリントの信徒への手紙一10章13節）
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「弓　道　部」

“大好きな弓道から”

　私たち弓道部の全体活動は、大学にある部室棟横の

空きスペースで行っています。射法八節という弓道の

基本的な動作から始まり、素引き、ゴム弓、巻き藁な

ど、少しずつ弓を射るということをしていきます。天

気が良い日はお日様と青空の下で、悪い日は教室をお

借りしてできることをやっています。

　毎年 3 ～ 4 人ずつ入部希望者がきてくれ、現在は 12

人で活動しています。経験者もいれば、未経験者もも

ちろんいます。大学で活動する時は、経験者の子が未

経験者の子に一つずつ教えていく、という形を大切に

しています。一つ一つ丁寧に教えていくことで、教え

る側の人も自身の改善すべき点を発見できると思うか

らです。そのようにしていくことで、部員一人一人の

技術が向上していけばと思っています。

　大学内だけではなく、地域でも活動を行っています。

弓道場をお借りして、実際に射場から的を射っていま

す。また、地域の方との交流もでき、とても貴重な体

験をしています。練習を見ていただいたり、大会に参

加させていただいたり、大人の方たちの射法を見るこ

とで、多くの事を勉強しています。自分たちだけでは

できないことも、地域の方々の支えによって行なえて

います。この様な環境にとても感謝しています。

　これからも、地域の方との交流を大切にしながら、

山梨英和大学弓道部らしい活動をしていきたいと考え

ています。　　　　　　（弓道部　部長　神山友加里）

「美　術　部」

“心をキャンバスに描いて”

　ドアを開けると油絵の具特有の匂いが漂う美術室で

は、芸文祭（山梨県高等学校芸術文化祭）出品に向けて

作品に向かう高校生たちが放課後遅くまで活動してい

ます。20号、30号のキャンバスにそれぞれの想いを乗せ

て鉛筆を走らせ、絵の具を塗り重ねています。無心に

集中できる時間であり、心を解放できる時間でもあり、

描くことが大好きな部員にとっては至福の時間です。

　普段はシャープペンシルしか使わない生徒たちです

が、デッサンや下書きには鉛筆を使います。5B、6B と

いった軟らかい芯を 3 ㎝ぐらいの長さまで器用に削り

出します。その手作業も気分転換になるようです。

　中学生 6 名、高校生 12 名が所属しており、UTY 教育

美術展、高校美術連盟展などの各種美術展やポスター・

コンクール等への出品、学園祭

でも作品を発表しています。美

術系への進路を希望する者もい

ます。静物・人物・抽象、油彩・

水彩・アクリル…、テーマも素

材も自由に選び、作品制作を通

して自己表現を続けています。
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高校生の活動風景
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編 集 後 記
　山梨英和の創立123周年を迎えた本年も、早いもので、甲府市愛
宕町の中学・高校では、クリスマスツリー点火式が11月19日に、甲府
市横根町の大学ではクリスマスツリー点火祭が11月27日に執り行わ
れました。メイプルニュース第53号では、2013年春に開設予定の
「石和英和幼稚園の新しい保育施設完成」の記事などを掲載させて
頂きました。 　　　　 　　　　　　　　編集係　米山


